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8．甲殻類 


 


【選定・評価方法の概要】 


 甲殻類は、1998年版では対象とされておらず、今回、初めて対象となった分類群である。


水中あるいは周辺湿地に生息する動物群で、顕微鏡サイズのミジンコ類から節足動物中最


大のタカアシガニまで、大小も形態も生態も著しく変化に富んでいる。河川や湖沼、磯や


干潟から深海まで多くの種が知られているが、エビ類、ヤドカリ類、カニ類（十脚甲殻類）


には水産資源として重要な種が含まれている。 


 今回、評価対象としたのは十脚甲殻類のみである。ミジンコ類など微小なプランクトン


や湿地性のワラジムシ類なども水質や環境を知るためには重要な指標となること、また、


生息環境が埋め立てや宅地化により失われつつあることは事実であるが、分布記録が少な


いこと、肉眼での観察、種名の決定が困難であることなどの理由で評価対象から除外した。 


 十脚甲殻類は海水性、汽水性、純淡水性、半陸生性、両側回遊性に分けられる。今回は


海産種以外を評価対象とし、汽水域で記録されている種については、主たる生息地がどこ


かということを考慮した。 


 東京都から記録されている汽水産、淡水産の十脚甲殻類は、エビ類 6種、カニ類 12種で


ある。このうち、エビジャコは汽水域で相当数採集されたことがあるが（国土交通省「平


成 13年度河川水辺の国勢調査」）、本来の生息地は数～十数メートルの海底であるので評価


対象外とした。また、コブシガニは汽水域よりもむしろ遠浅の潟が、イソガニは岩礁がそ


れぞれ本来の生息地であるとして評価対象外とした。そのため、その他のエビ類 5 種、カ


ニ類 10種を検討対象種とした。 


 既存の生息記録が少ないことから、個体数や生息地の経年的増減を知ることができない


ため、定性的要件に基づいて評価を行った。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 検討対象種とした 15種について、現在の生息環境と他県での生息状況などを考え合わせ、


全ての種において問題のない個体数が維持されていると判断されたが、下記の理由により


留意する必要があるため、留意種とした。 


 海と陸が隔てられた短い海岸線、大都会を流れている河川、宅地化が進む北多摩地域、


南多摩地域、自然が残る西多摩地域と、東京都は明らかに異なる環境から成る。汽水域か


ら淡水域まで遡上するクロベンケイガニ、多摩地域の渓流に生息するサワガニ、大型河川


の中流域に生息するテナガエビなどの例を見るまでもなく、十脚甲殻類が東京都全域に分


布することはなく、希少種や特定の環境を必要とする種はすでに淘汰され、比較的環境変


化に強い種が生息しているのが現状であると判断される。結果として、現在生息している


種の増減こそが、水域環境の直接的指標となると考えられることから、多くの種を留意種


に指定した。また、2004 年に東京湾で採集されたチュウゴクモクズガニの増殖が危惧され
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ることから、生態的に競合するモクズガニも留意種とした。 


 浮遊幼生が他海域から補給される海産甲殻類と比較して、淡水域や汽水域に生息する甲


殻類は水質の状況に応じて個体数は増減し、あるいは宅地造成などによって生息地が失わ


れて絶滅する。十脚甲殻類は水中生活であることから、採集や観察は容易ではないが、い


ずれも環境指標種として有用である。 


なお、既刊の図鑑類では未だ見られないが、研究者間では、従来のスナガニ科をオサガ


ニ科やコメツキガニ科など、イワガニ科をモクズガニ科やベンケイガニ科などに細分する


傾向が強く、本書でも科名を最新の研究結果に従って表記した。 


（武田 正倫） 








甲殻類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部 ランク


エビ目（十脚目） DECAPODA


テナガエビ科 Palaemonidae


シラタエビ Palaemon orientis *1 ・ ・ ・ *1


スジエビ Palaemon paucidens *2 *2 *2 *2 *2


ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus *3 ・ ・ ・ *3


テナガエビ Macrobrachium nipponense *4 ・ *4 *4 *4


ヌマエビ科 Atyidae


ヌカエビ Paratya improvisa *5 ・ *5 *5 *5


サワガニ科 Potamidae


サワガニ Geothelphusa dehaani *6 *6 *6 *6 *6


オサガニ科 Macrophthalmidae


ヤマトオサガニ Macrophthalmus japonicus *7 ・ ・ ・ *7


コメツキガニ科 Dotillidae


チゴガニ Ilyoplax pusilla *8 ・ ・ ・ *8


コメツキガニ Scopimera globosa *9 ・ ・ ・ *9


モクズガニ科 Varunidae


モクズガニ Eriocheir japonicus *10 ・ *10 ・ *10


ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus *11 ・ ・ ・ *11


ベンケイガニ科 Sesarmidae


クロベンケイガニ Chiromantes dehaani *12 ・ ・ ・ *12


ベンケイガニ Sesarmops intermedius *13 ・ ・ ・ *13


カクベンケイガニ Parasesarma pictum *14 ・ ・ ・ *14


アシハラガニ Helice tridens *15 ・ ・ ・ *15


和名、学名は三宅貞祥，1983．原色日本大型甲殻類図鑑．保育社．および、Ng, P.K.L., D. Guinot & P.J.F. Davie, 2008. 


Systema Brachyurorum: Part I.  An Annotated Checklist of Extant Brachyuran Crabs of the World. Raffles Bull. Zool., Suppl. (17), 286 pp.


に準拠した。また、配列は評価者の判断に従った。


【留意種とした理由】


和名


本土部


区部


本土部


区部


南多摩


西多摩


本土部


区部


南多摩


西多摩


本土


*3 ユビナガスジエビ


*２ スジエビ


区部


*4


*5


和名 学名
東京都ランク


地域区分 留意種とした理由


*1


北多摩


南多摩


緩やかな流れと水草のある河川のやや深みに生息する種で、下流域から中流域
上部まで生息域が広い。大型種で注目度が高いことから、良好な河川環境の指
標として利用しやすいため。


中流域の止水環境に生息する種で、緩やかな流れと水草のある良好な河川の指
標となるため。


下流域に生息する淡水性エビ類の代表種で、その生息地は汚染の影響を受ける
ため。


下流域に生息する汽水性エビ類の代表種で、適度な塩分濃度のある環境の指標
となるため。


区部


テナガエビ


ヌカエビ


本土部
シラタエビ


典型的な「中流域に生息するエビ」で、緩やかな流れに水草が育つ良好な河川の
指標となるため。


西多摩
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和名


区部


北多摩


南多摩


西多摩


本土部


区部


本土部


区部


本土部


区部


本土部


区部


南多摩


本土部


区部


本土部


区部


本土部


区部


本土部


区部


本土部


区部


本土部


*9


留意種とした理由地域区分


*8


コメツキガニ


ヤマトオサガニ*7
河口の軟泥地に穴居し、干潮時に巣穴の外で活動する。鳥類の餌として重要で
あり、干潟の環境指標としても役立つため。


*6 サワガニ


*15 アシハラガニ 河口域のヨシ原を主生息地とするカニで、河口域の自然植生の指標となるため。


河川の流軸に沿って遡上し、水質の汚染にも比較的強い。過度の汚染の指標と
なるため。


*13 ベンケイガニ


*12


*14 カクベンケイガニ


清流にすむカニであるが、低地では生息環境が失われた地域が多く、山間部で
は樹木の伐採、倒木の放置などにより良好な生息地が狭められつつあるため。


クロベンケイガニ


河川の中流域で生活し、産卵のために降海する両側回遊種であり、稚ガニは海
から遡上するために河口域の汚染の指標となる。また、生態的に競合する特定外
来生物、チュウゴクモクズガニ（シャンハイガニ）の動向とともに個体数の増減に留
意する必要があるため。


*10


流域から離れて、土手から陸上へと進出するが、草地のような生息環境を必要と
するため。


*11


下流域に生息し、流域の土手などに穴居するため、河川改修の影響を強く受け、
環境指標となるため。


生息地はヤマトオサガニよりもやや岸寄りの軟泥地で、河川の汚染を直接受ける
ことから、環境の指標となるため。鳥類の餌としても重要である。


チゴガニ
河口近くの泥まじりの砂地に穴居し、干潮時に活動する。きれいな干潟の象徴と
なるため。


ケフサイソガニ


チゴガニよりも岸寄りに生息する。きれいな干潟の象徴となるため。


モクズガニ
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